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膵がんは早期の自覚症状が少なく，また膵臓自体手術が困難な部位にあること，再発のリスクが高いことなどから，難治性
がんとして知られています。そこで新たなアプローチとして，抗体を利用したバイオ医薬品の研究開発を行っています。人体
には，病原体などの異物を認識し，攻撃したり攻撃の目印になる抗体を作り出す，B細胞というリンパ球の一種があります。膵
がんを感知し，認識する特異性の高い抗体を開発研究しています。その抗体が正常細胞は攻撃せず直接がん細胞を攻撃，ある
いは抗体に抗腫瘍剤（抗がん剤）を運ばせることによって，内科的に膵がんを治療したいと考えています。開発した抗体は，下
図のように，患者さんの膵が
ん細胞を特異的に認識し，さ
らに抗体が認識する標的分子
の強度により患者さんの予後
が判断できることを確認して
います（図中・右）。現在，細
胞レベルおよび実験動物での
抗体を用いた治療効果を検討
しています。

本研究により開発される抗体は医学における最先端の研究に役立つばかりではなく，医療現場においてがんの早期診断や病
態解明，さらに治療薬への展開が期待できます。

膵がん撲滅プロジェクトセンター
“SUIGANN” Project Center

島根県における人口十万人あたりの膵がん患者の数は全国でも上位にあります。膵がんは発見からの 5 年生存率が 7 %で，他
のがんと比べると患者の予後が極めて悪いため，画期的な新しい治療法の開発が待ち望まれています。膵がんの撲滅を目指し，
島根大学医学部・附属病院を中心に，基礎研究および臨床研究を集学的に推進し膵がんに対する新しい治療法や早期診断法を開
発しています。

Morbidity for the pancreatic carcinoma in Shimane Prefecture is on a high level in Japan. It is a highly lethal cancer; 
mortality for the disease is also high. More than 90% of patients die within 5 years of their diagnosis and 75% of 
patients die within the first year. The mortality rate in Shimane prefecture is above the national average. Since it is a 
disease whose prognosis is extremely poor compared with other cancers, development of novel treatment methods is 
desired. Shimane University Hospital is taking a leading part in multidisciplinary, fundamental/clinical researchers with 
the aim of eradicating the pancreatic cancer.
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開発した抗体は患者さんの膵がん組織を特異的に認識し，さらに予後診断にも利用できます




